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 心理学や神経科学の知見によれば、社会的に価値があると思われる活動に従事

していない人、孤立して疎外感を感じている状況にある人は自分の生に意味を感

じることが難しい[1][2]。だとすると近年の AI の発展は多くの人々の生の意味の

感覚にインパクトを与えるかもしれない。というのも AI は人々から仕事を奪い多

くの「無用者階級」を生み出すかもしれず[3]、またソーシャル・エージェント（ユ

ーザーと社会的なインタラクションをすることでユーザーを楽しませることを目

的とする人工的エージェント）との疑似的な社会的関係が、人間同士の真正な社会

的関係の構築を阻害してソーシャル・キャピタルを減少させることが懸念されて

いる[4]からである。本発表では特に、AI の普及が社会的関係にどのような影響を

与えうるかという点から生の意味の感覚へのインパクトを検討する。 
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